
日程第２ 議案第１号 

 

熊谷市立小学校及び中学校の指定に関する規則の一部を改正す

る規則  

熊谷市立小学校及び中学校の指定に関する規則（平成１７年教育委

員会規則第１７号）の一部を次のように改正する。  

別表第１の熊谷市立成田小学校の項及び熊谷市立星宮小学校の項を

削り、同表の熊谷市立新堀小学校の項の次に次のように加える。  

 

 

 

 別表第３中「成田小学校」を「成田星宮小学校」に改める。  

附 則  

この規則は、令和５年４月１日から施行する。  

成田星宮小学校  池上及び下川上の全部  

箱田の一部、上之の一部、上川上の一部、中央

三丁目の一部及び中央五丁目の一部  

 

 

 

 

 



 

○熊谷市立小学校及び中学校の指定に関する規則 

平成17年10月１日教育委員会規則第17号 

改正 

平成18年２月７日教育委員会規則第７号 

平成18年11月29日教育委員会規則第21号 

平成19年１月10日教育委員会規則第８号 

平成19年11月７日教育委員会規則第34号 

平成21年12月９日教育委員会規則第11号 

平成23年７月29日教育委員会規則第16号 

平成27年２月３日教育委員会規則第２号 

熊谷市立小学校及び中学校の指定に関する規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、学校教育法施行令（昭和28年政令第340号）第５条第２項及び第６条の規定に

より、就学すべき小学校及び中学校（以下「小・中学校」という。）の指定に関し必要な事項を

定めるものとする。 

（通学区域） 

第２条 小・中学校の通学区域は、別表第１及び別表第２に定めるとおりとする。 

（選択区域） 

第３条 前条の規定にかかわらず、熊谷市教育委員会（以下「教育委員会」という。）は通学区域

に関して弾力的な取扱いをすることができる区域（以下「選択区域」という。）及び当該選択区

域に住所を有するものが選択できる学校を別表第３に定めるものとする。 

（学校の指定及び制限） 

第４条 保護者が学齢児童及び学齢生徒を入学（転入学を含む。）させるときは、第２条及び前条

に定める小・中学校に入学させなければならない。ただし、特別の事情があるときは、教育委員

会の承認を得て、他の通学区域の小・中学校に入学させることができる。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成17年10月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の日前にされた小・中学校の指定については、この規則に基づいて指定された



 

ものとみなす。 

（通学区域に関する特例措置） 

３ 当分の間、別表第１で定める通学区域のうち、小島小学校の通学区域に住所を有する児童につ

いては、同表の規定にかかわらず、男沼小学校に通学するものとし、別表第２で定める通学区域

のうち、小島中学校の通学区域に住所を有する生徒については、同表の規定にかかわらず、妻沼

西中学校に通学するものとする。 

附 則（平成18年２月７日教委規則第７号） 

（施行期日） 

この規則は、平成18年４月１日から施行する。 

附 則（平成18年11月29日教委規則第21号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成19年１月10日教委規則第８号） 

この規則は、平成19年２月13日から施行する。 

附 則（平成19年11月７日教委規則第34号） 

この規則は、公布の日から施行し、改正後の第２条の規定は、平成19年10月20日から適用する。 

附 則（平成21年12月９日教委規則第11号） 

この規則は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年７月29日教委規則第16号） 

この規則は、公布の日から施行し、平成23年４月１日から適用する。 

附 則（平成27年２月３日教委規則第２号） 

この規則は、平成27年４月１日から施行する。 

別表第１（第２条関係） 

学校名 通学区域 

熊谷東小学校 星川二丁目、弥生二丁目、末広二丁目、末広三丁目、末広四丁目、筑波一丁

目、筑波二丁目、筑波三丁目、銀座一丁目、銀座二丁目、銀座三丁目、銀座

四丁目、銀座五丁目、銀座六丁目、銀座七丁目、中西二丁目、中西三丁目及

び中西四丁目の全部 

本町一丁目の一部、本町二丁目の一部、星川一丁目の一部、弥生一丁目の一

部、末広一丁目の一部、箱田の一部 



 

箱田五丁目の一部、上之の一部、中西一丁目の一部、平戸の一部、戸出の一

部及び中央二丁目の一部 

熊谷西小学校 仲町、鎌倉町、宮町一丁目、宮町二丁目、箱田一丁目、箱田二丁目、箱田三

丁目、箱田四丁目、箱田六丁目、箱田七丁目、肥塚、肥塚一丁目、肥塚二丁

目、肥塚三丁目、肥塚四丁目、中央一丁目及び中央四丁目の全部 

本町一丁目の一部、本町二丁目の一部、星川一丁目の一部、弥生一丁目の一

部、末広一丁目の一部、箱田五丁目の一部、上之の一部、中西一丁目の一部、

円光一丁目の一部、円光二丁目の一部、中央二丁目の一部、中央三丁目の一

部及び中央五丁目の一部 

石原小学校 本石一丁目、本石二丁目、石原一丁目、石原二丁目、石原三丁目、石原、赤

城町一丁目、赤城町三丁目、大原一丁目、大原三丁目、大原四丁目、桜町一

丁目及び桜町二丁目の全部 

大原二丁目の一部、円光一丁目の一部及び円光二丁目の一部 

成田小学校 箱田の一部、上之の一部、上川上の一部、中央三丁目の一部及び中央五丁目

の一部 

大幡小学校 柿沼、代、原島及び新島の全部 

大原二丁目の一部 

佐谷田小学校 問屋町一丁目、問屋町二丁目、問屋町三丁目及び問屋町四丁目の全部 

佐谷田の一部、平戸の一部及び戸出の一部 

大麻生小学校 大麻生、小島、広瀬、川原明戸、武体及び瀬南の全部 

玉井小学校 玉井、久保島、高柳、玉井三丁目、玉井四丁目、玉井南一丁目、玉井南二丁

目及び玉井南三丁目の全部 

玉井二丁目の一部 

久下小学校 久下、新川、太井、久下一丁目、久下二丁目、久下三丁目及び久下四丁目の

全部 

佐谷田の一部 

熊谷南小学校 月見町一丁目、月見町二丁目、赤城町二丁目、榎町、宮本町、伊勢町、見晴

町、河原町一丁目及び宮前町一丁目の全部 

河原町二丁目の一部及び宮前町二丁目の一部 



 

中条小学校 小曽根、上中条、今井及び大塚の全部 

上川上の一部及び四方寺の一部 

吉岡小学校 村岡、万吉、楊井及び平塚新田の全部 

別府小学校 東別府、西別府、下増田、別府一丁目、別府二丁目、別府三丁目、別府四丁

目及び別府五丁目の全部 

玉井一丁目の一部 

三尻小学校 御稜威ケ原の全部 

三ケ尻の一部、新堀新田の一部、拾六間の一部、籠原南一丁目の一部、籠原

南二丁目の一部及び籠原南三丁目の一部 

奈良小学校 上奈良、中奈良、下奈良及び奈良新田の全部 

四方寺の一部 

星宮小学校 池上及び下川上の全部 

桜木小学校 桜木町一丁目、桜木町二丁目、万平町一丁目、万平町二丁目、曙町一丁目、

曙町二丁目、曙町三丁目、曙町四丁目及び曙町五丁目の全部 

河原町二丁目の一部及び宮前町二丁目の一部 

籠原小学校 美土里町一丁目、美土里町二丁目及び美土里町三丁目の全部 

新堀の一部、三ケ尻の一部、新堀新田の一部、拾六間の一部、籠原南一丁目

の一部、籠原南二丁目の一部及び籠原南三丁目の一部 

新堀小学校 玉井五丁目の全部 

新堀の一部、玉井一丁目の一部、玉井二丁目の一部及び籠原南一丁目の一部 

吉見小学校 津田、向谷、相上、玉作、箕輪、冑山、船木台一丁目、船木台二丁目、船木

台三丁目、船木台四丁目、船木台五丁目及び小八林の全部 

市田小学校 上恩田、中恩田、下恩田、手島、小泉、屈戸、津田新田、中曽根、吉所敷、

沼黒及び高本の全部 

長井小学校 西野、上根、西城、上須戸、田島、八ッ口及び江波の全部 

善ケ島の一部、妻沼の一部及び上江袋の一部 

秦小学校 日向、大野、葛和田、俵瀬及び弁財の全部 

善ケ島の一部 

妻沼小学校 妻沼東一丁目、妻沼東二丁目、妻沼東三丁目、妻沼東四丁目及び妻沼東五丁



 

目の全部 

妻沼の一部及び妻沼台の一部 

男沼小学校 男沼、出来島、間々田、妻沼西一丁目の全部 

妻沼台の一部 

小島小学校 妻沼小島の全部 

太田小学校 飯塚、市の坪、道ケ谷戸、原井及び永井太田の全部 

八木田の一部、上江袋の一部及び妻沼西二丁目の一部 

妻沼南小学校 弥藤吾及び妻沼中央の全部 

妻沼の一部 

江南南小学校 須賀広、野原、小江川、塩、板井、柴、江南中央一丁目及び江南中央三丁目

の全部 

押切の一部、樋春の一部、千代の一部及び江南中央二丁目の一部 

江南北小学校 成沢、三本、上新田及び御正新田の全部 

押切の一部、樋春の一部、千代の一部及び江南中央二丁目の一部 

別表第２（第２条関係） 

学校名 通学区域 

荒川中学校 鎌倉町、本石二丁目、月見町一丁目、月見町二丁目、赤城町一丁目、赤城町

二丁目、赤城町三丁目、榎町、宮本町、伊勢町、見晴町、河原町一丁目及び

宮前町一丁目の全部 

本町一丁目の一部、仲町の一部、星川一丁目の一部、弥生一丁目の一部、宮

町一丁目の一部、本石一丁目の一部、石原二丁目の一部、石原三丁目の一部、

石原の一部、河原町二丁目の一部及び宮前町二丁目の一部 

富士見中学校 本町二丁目、星川二丁目、弥生二丁目、宮町二丁目、末広一丁目、末広二丁

目、末広三丁目、筑波一丁目、筑波二丁目、筑波三丁目、銀座一丁目、銀座

二丁目、銀座三丁目、銀座四丁目、銀座五丁目、銀座六丁目、銀座七丁目、

箱田三丁目、箱田四丁目、箱田五丁目、桜木町一丁目、桜木町二丁目、万平

町一丁目、万平町二丁目、曙町一丁目、曙町二丁目、曙町三丁目、曙町四丁

目、曙町五丁目、中西一丁目、中西二丁目、中西三丁目、中西四丁目、中央

一丁目、中央二丁目、中央三丁目、中央四丁目及び中央五丁目の全部 



 

本町一丁目の一部、星川一丁目の一部、弥生一丁目の一部、宮町一丁目の一

部、末広四丁目の一部、箱田の一部、箱田二丁目の一部、箱田七丁目の一部、

河原町二丁目の一部、宮前町二丁目の一部、肥塚の一部、肥塚一丁目の一部、

上之の一部、上川上の一部、平戸の一部及び戸出の一部 

大原中学校 箱田一丁目、箱田六丁目、石原一丁目、肥塚二丁目、肥塚三丁目、肥塚四丁

目、大原一丁目、大原三丁目、大原四丁目、円光一丁目、円光二丁目、桜町

一丁目及び桜町二丁目の全部 

仲町の一部、宮町一丁目の一部、箱田二丁目の一部、箱田七丁目の一部、本

石一丁目の一部、石原二丁目の一部、石原三丁目の一部、石原の一部、肥塚

の一部、肥塚一丁目の一部及び大原二丁目の一部 

熊谷東中学校 佐谷田、問屋町一丁目、問屋町二丁目、問屋町三丁目、問屋町四丁目、久下、

新川、太井、久下一丁目、久下二丁目、久下三丁目、久下四丁目、池上及び

下川上の全部 

末広四丁目の一部、箱田の一部、上之の一部、上川上の一部、平戸の一部及

び戸出の一部 

玉井中学校 玉井、久保島、高柳、玉井二丁目、玉井三丁目、玉井四丁目、玉井五丁目、

玉井南一丁目、玉井南二丁目、及び玉井南三丁目の全部 

新堀の一部、玉井一丁目の一部及び籠原南一丁目の一部 

大麻生中学校 大麻生、小島、広瀬、川原明戸、武体及び瀬南の全部 

中条中学校 小曽根、上中条、今井及び大塚の全部 

上川上の一部及び四方寺の一部 

吉岡中学校 村岡、万吉、楊井及び平塚新田の全部 

別府中学校 東別府、西別府、下増田、別府一丁目、別府二丁目、別府三丁目、別府四丁

目及び別府五丁目の全部 

玉井一丁目の一部 

三尻中学校 三ケ尻、新堀新田、拾六間、御稜威ケ原、美土里町一丁目、美土里町二丁目

及び美土里町三丁目の全部 

新堀の一部、籠原南一丁目の一部、籠原南二丁目の一部及び籠原南三丁目の

一部 



 

奈良中学校 上奈良、中奈良、下奈良及び奈良新田の全部 

四方寺の一部 

大幡中学校 柿沼、代、原島及び新島の全部 

大原二丁目の一部 

大里中学校 上恩田、中恩田、下恩田、手島、小泉、屈戸、津田新田、中曽根、吉所敷、

沼黒、高本、津田、向谷、相上、玉作、箕輪、冑山、船木台一丁目、船木台

二丁目、船木台三丁目、船木台四丁目、船木台五丁目及び小八林の全部 

妻沼東中学校 西野、上根、西城、上須戸、善ケ島、田島、八ツ口、江波、日向、大野、葛

和田、俵瀬、弁財、妻沼東一丁目、妻沼東二丁目、妻沼東三丁目、妻沼東四

丁目及び妻沼東五丁目の全部 

妻沼の一部、弥藤吾の一部及び上江袋の一部 

妻沼西中学校 飯塚、市の坪、道ケ谷戸、原井、永井太田、八木田、男沼、妻沼台、出来島、

間々田、妻沼中央、妻沼西一丁目及び妻沼西二丁目の全部 

妻沼の一部、弥藤吾の一部及び上江袋の一部 

小島中学校 妻沼小島の全部 

江南中学校 成沢、三本、上新田、押切、樋春、御正新田、須賀広、野原、小江川、塩、

板井、柴、千代、江南中央一丁目、江南中央二丁目及び江南中央三丁目の全

部 

別表第３（第３条関係） 

就学すべき学校 選択できる学校 選択区域 

石原小学校 熊谷南小学校 赤城町一丁目及び赤城町三丁目の全部 

成田小学校 熊谷東小学校 箱田の一部及び上之の一部 

佐谷田小学校 久下小学校 佐谷田の一部 

桜木小学校 佐谷田の一部 

三尻小学校 籠原小学校 拾六間の一部 

別府小学校 新堀小学校 玉井一丁目の一部 

 



日程第２ 議案第２号 

 

熊谷市立小・中学校事務共同実施運営規程の一部を改正する訓       

１１１令 

 熊谷市立小・中学校事務共同実施運営規程（平成２９年教育委員会

訓令第２号）の一部を次のように改正する。  

 別表の第５グループの項を次のように改める。  

第５グループ  

熊谷東小学校、熊谷西小学校、佐谷田小学校、久

下小学校、桜木小学校、成田星宮小学校、富士見

中学校、熊谷東中学校  

   附 則 

 この訓令は、令和５年４月１日から施行する。  



 

○熊谷市立小・中学校事務共同実施運営規程 

平成29年８月30日教育委員会訓令第２号 

改正 

令和３年３月31日教育委員会訓令第２号 

熊谷市立小・中学校事務共同実施運営規程 

（趣旨） 

第１条 この訓令は、熊谷市立小・中学校管理規則（平成17年教育委員会規則第16号）第30条の２

第２項の規定に基づき、学校事務の共同実施の組織、運営及び業務に関し必要な事項を定めるも

のとする。 

（共同実施協議会） 

第２条 熊谷市教育委員会（以下「教育委員会」という。）は、学校事務の共同実施を行う組織と

して共同実施協議会を設置する。 

２ 共同実施協議会は、会長及び熊谷市立小・中学校管理規則第19条第１項に規定する事務職員（以

下「事務職員」という。）で構成する。 

３ 共同実施協議会のグループは、別表のとおりとする。 

４ 会長は、学校長の中から教育長が指名する。 

５ 会長は、共同実施協議会を代表し、その円滑な運営を図る。 

６ 共同実施協議会のグループごとにリーダー及びサブリーダーを置く。 

７ リーダーは、共同実施協議会が行う業務を整理するとともに、グループ内及び他のグループと

の連絡及び調整を行う。 

８ サブリーダーは、リーダーを補佐し、リーダーに事故があるときは、その職務を代理する。 

（業務） 

第３条 共同実施協議会が行う業務は、次に掲げるものとする。 

(１) 給与に関すること。 

(２) 旅費に関すること。 

(３) 福利厚生に関すること。 

(４) 人事事務に関すること。 

(５) 服務事務に関すること。 

(６) 財務に関すること。 

(７) 新規に採用された事務職員又は臨時的任用事務職員が配置された市立の小学校及び中学校



 

（以下「市立学校」という。）及び事務職員又は臨時的任用事務職員が不在の市立学校に対す

る支援に関すること。 

(８) 前各号に掲げるもののほか、第６条第１項に規定する共同実施推進委員会が共同実施協議

会により処理することが適当と認めるもの 

（会議） 

第４条 共同実施協議会が開催する会議は、次に掲げるものとする。 

(１) 全体会議 

(２) リーダー会議 

(３) グループ会議 

(４) 担当者会議 

(５) その他会長が必要と認める会議 

２ 前項に掲げる会議の開催は、教育長の承認を得て行うものとする。 

（専決等） 

第５条 教育長は、次項各号に掲げる事項について学校長に代わり決裁することができる事務職員

（事務主幹である者に限る。）を共同実施協議会のグループごとに２名以内で指名することがで

きる。 

２ 前項の規定により指名された事務職員（以下「統括事務主幹」という。）が専決できる事項は、

次に掲げる事項のうち、当該統括事務主幹の本務校（当該統括事務主幹が兼務により本務校以外

に勤務している市立学校がある場合は、当該市立学校を含む。）ごとに当該市立学校の学校長が、

あらかじめ指定した事項とする。 

(１) 児童手当の受給資格及び額の認定並びに届出の受理並びに児童手当受給者台帳の作成に関

すること。 

(２) 学校職員の通勤手当に関する規則（昭和33年埼玉県教育委員会規則第５号）の規定に基づ

く通勤届に係る事実の確認、通勤手当の月額の決定及び改定並びに事後の確認を行うこと。 

(３) 学校職員の住居手当に関する規則（昭和49年埼玉県教育委員会規則第40号）の規定の基づ

く住居届に係る事実の確認、住居手当の月額の決定及び改定並びに事後の確認を行うこと。 

(４) 学校職員の扶養手当に関する規則（昭和61年埼玉県教育委員会規則第16号）の規定に基づ

く扶養親族届に係る事実の認定、扶養手当の月額の認定及び改定並びに事後の確認を行うこと。 

(５) 児童手当、通勤手当、住居手当、扶養手当及び特殊勤務手当について、電子計算機による

給与管理事務処理要綱に基づく諸報告を行うこと。 



 

(６) 電子報告による年末調整事務処理要領に基づく諸報告を行うこと。 

(７) 前各号に掲げるもののほか、教育長が特に必要と認めたこと。 

３ 共同実施協議会を構成する学校長は、前項の規定により専決できる事項を指定したときは、速

やかにその旨を教育長に報告しなければならない。その指定を変更し、又は廃止したときも、同

様とする。 

４ 統括事務主幹は、第２項の規定により専決できる事項が次のいずれかに該当するときは、同項

の規定にかかわらず、学校長の決裁を受けなければならない。 

(１) 事案の内容が特に重要であると認められるとき。 

(２) 事案の内容が異例であり、又は重要な先例になると認められるとき。 

(３) 事案について疑義があり、又は現に紛議を生じ、若しくは生ずるおそれがあると認められ

るとき。 

５ 前項の場合において、統括事務主幹は、必要があると認めるときは、当該事案について学校長

に報告しなければならない。 

（共同実施推進委員会） 

第６条 教育委員会は、学校事務の共同実施を円滑に進めるため、共同実施推進委員会を設置する。 

２ 共同実施推進委員会は、次に掲げる者で構成する。 

(１) 教育長 

(２) 教育委員会事務局職員 

(３) 共同実施協議会の会長 

(４) 教育長が指名する市立学校の教頭 

(５) 次条第１項に規定する共同実施責任者 

(６) 統括事務主幹 

(７) 共同実施協議会のリーダー 

(８) その他教育長が必要と認める者 

（共同実施責任者） 

第７条 共同実施協議会に共同実施責任者を置き、教育長がこれを指名する。 

２ 共同実施責任者は、共同実施に係る業務を処理するに当たり、教育委員会の監督を受け、共同

実施に係る業務の掌理、整理、連絡、調整等を行う。 

（共同実施に係る服務等） 

第８条 共同実施に係る業務を行う際の事務職員（以下「共同実施業務事務職員」という。）の服



 

務は、本務校の学校長が監督する。ただし、当該共同実施業務事務職員が兼務により本務校以外

の市立学校で勤務している場合にあっては、当該市立学校の学校長が監督する。 

２ 共同実施業務事務職員は、共同実施により得ることとなる他の市立学校の情報について、守秘

義務を負うものとする。 

（文書持出） 

第９条 共同実施業務事務職員は、市立学校が管理する公文書を当該市立学校以外に持ち出すとき

は、共同実施に係る文書持出簿（別記様式）により当該市立学校の学校長の承認を得なければな

らない。 

２ 前項の規定により公文書を持ち出した共同実施業務事務職員は、当該公文書を返却するときは、

当該公文書を管理する市立学校の学校長の確認を得なければならない。 

（その他） 

第10条 この訓令に定めるもののほか、必要な事項は、教育委員会が別に定める。 

附 則 

この訓令は、平成29年９月１日から施行する。 

附 則（令和３年３月31日教委訓令第２号） 

この訓令は、令和３年４月１日から施行する。 

別表（第２条関係） 

グループ名 学校名 

第１グループ 
長井小学校、秦小学校、妻沼小学校、男沼小学校、太田小学校、妻沼南

小学校、妻沼東中学校、妻沼西中学校 

第２グループ 
大幡小学校、中条小学校、奈良小学校、中条中学校、奈良中学校、大幡

中学校 

第３グループ 
玉井小学校、別府小学校、三尻小学校、籠原小学校、新堀小学校、玉井

中学校、別府中学校、三尻中学校 

第４グループ 
石原小学校、大麻生小学校、熊谷南小学校、荒川中学校、大原中学校、

大麻生中学校 

第５グループ 
熊谷東小学校、熊谷西小学校、成田小学校、佐谷田小学校、久下小学校、

星宮小学校、桜木小学校、富士見中学校、熊谷東中学校 

第６グループ 吉岡小学校、吉見小学校、市田小学校、江南南小学校、江南北小学校、



 

吉岡中学校、大里中学校、江南中学校 



 

別記様式（第９条関係） 

 



日程第２ 議案第３号 

 

熊谷市立小・中学校文書取扱規程の一部を改正する訓令  

熊谷市立小・中学校文書取扱規程（令和４年教育委員会訓令第１号）

の一部を次のように改正する。  

別表の熊谷市立成田小学校の項及び熊谷市立星宮小学校の項を削り、

同表の熊谷市立新堀小学校の項の次に次のように加える。  

 

附 則  

この訓令は、令和５年４月１日から施行する。  

熊谷市立成田星宮小学校  熊成星小  

 



 

○熊谷市立小・中学校文書取扱規程 

令和４年４月１日教育委員会訓令第１号 

熊谷市立小・中学校文書取扱規程 

（趣旨） 

第１条 この訓令は、熊谷市立小学校及び中学校（以下「学校」という。）における文書の取扱い

に関し必要な事項を定めるものとする。 

（文書取扱いの基本原則） 

第２条 学校の職員（以下「職員」という。）は、文書を正確、迅速及び丁寧に取り扱うとともに、

常にその処理状況を明確にしておかなければならない。 

２ 職員は、情報公開及び個人情報の保護に留意するとともに、文書を適切に管理しなければなら

ない。 

（文書主任） 

第３条 学校に文書主任を置き、事務職員（事務職員が不在の場合は、校長が指名する者）をもっ

て充てる。 

２ 文書主任は、次に掲げる事務を担当する。 

(１) 文書の収受、配布及び発送に関すること。 

(２) 文書の整理、保存及び廃棄に関すること。 

(３) 文書の進行管理に関すること。 

(４) 文書事務の指導及び改善に関すること。 

(５) 前各号に掲げるものほか、文書事務に関し校長が必要と認めること。 

（文書の収受等） 

第４条 文書主任は、文書が学校に到達したときは、文書収受簿（様式第１号）に必要事項を記入

するとともに、当該文書に収受印（様式第２号）を押印し、及び収受番号を記入した上で、校長

及び教頭の供覧を受けなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、刊行物、ポスター及びこれらに類する文書並びに校長が指定する文

書については、同項に規定する処理の全部又は一部を省略することができる。 

３ 文書主任は、到達した文書が親展文書であるときは、当該文書を開封してはならない。この場

合において、文書主任は、速やかに当該文書を名宛人に配布しなければならない。 

（文書の処理） 

第５条 校長は、前条の規定により供覧に付した文書等についての処理担当者を定めるとともに、



 

当該文書等を担当者に処理させなければならない。 

２ 担当者は、前項の規定により文書等の処理の指示を受けたときは、当該文書等を速やかに処理

するとともに、所定の場所に保管しなければならない。 

（起案） 

第６条 文書の起案は、１事案ごとに起案印（様式第３号）を使用して行うものとする。ただし、

定例又は軽易なものについては、この限りでない。 

（回議及び決裁） 

第７条 起案文書は、校長が定める順に回議し、決裁を受けなければならない。 

２ 起案者は、起案文書についての決裁がなされたときは、起案印の所定の欄に決裁年月日を記入

しなければならない。 

（文書の記号及び番号） 

第８条 文書記号は、別表に定める学校名の略号を用いるものとする。 

２ 文書の収受番号及び発送番号（次条第２項において「文書番号」という。）は、会計年度によ

る一連番号をそれぞれ用いるものとする。 

（発送文書の取扱い） 

第９条 職員は、発送を要する文書（次項において「発送文書」という。）があるときは、熊谷市

教育委員会公印規則（平成17年教育委員会規則第９号）の定めるところにより公印を押さなけれ

ばならない。ただし、照会及び通知等の文書で当該内容が軽易なもの又は校長が公印の押印が必

要でないと認めたものについては、この限りでない。 

２ 職員は、文書を発送しようとするときは、文書発送簿（様式第４号）に件名を、発送文書に文

書記号、文書番号及び発送年月日を、それぞれ記入した上で、当該文書を発送するものとする。

ただし、前項ただし書に規定する文書については、これらの処理を省略することができる。 

３ 職員は、文書の発送に関し郵便切手を使用するときは、郵便切手受払簿（様式第５号）に必要

事項を記入した上で、当該郵便切手の管理を行う職員として校長が指名するものの確認を受けな

ければならない。 

（文書の保存） 

第10条 職員は、処理が完結した文書を校長が別に定める文書分類表（次項において「文書分類表」

という。）の種別に従い分類しておくとともに、校長が指定した場所に保存しなければならない。 

２ 文書の種別及び保存期限は、法令その他に定めがあるもののほか、文書分類表の基準に基づき、

校長が定める。 



 

３ 文書の保存期限の起算日は、当該文書の処理が完結した日の属する年度の翌年度の４月１日と

する。 

４ 保存する文書は、災害等により毀損し、又は汚損することのないようあらかじめ適切な処置を

講じなければならない。 

（文書の廃棄） 

第11条 保存期限を経過した文書は、廃棄文書一覧表（様式第６号）に必要事項を記入した上で、

校長の決裁を受けた後、速やかに廃棄しなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、保存期限を経過した文書で、校長が特に必要と認めた文書について

は、新たに期限を定めて保存することができる。 

３ 文書の廃棄の方法は、焼却又は裁断によるものとする。 

（その他） 

第12条 この訓令に定めるもののほか、学校における文書の取扱いに関し必要な事項は、教育長が

別に定める。 

附 則 

この訓令は、令和４年４月１日から施行する。 

別表（第８条関係） 

学校名 略号 

熊谷市立熊谷東小学校 熊東小 

熊谷市立熊谷西小学校 熊西小 

熊谷市立石原小学校 熊石小 

熊谷市立成田小学校 熊成小 

熊谷市立大幡小学校 熊幡小 

熊谷市立佐谷田小学校 熊佐小 

熊谷市立大麻生小学校 熊麻小 

熊谷市立玉井小学校 熊玉小 

熊谷市立久下小学校 熊久小 

熊谷市立熊谷南小学校 熊南小 

熊谷市立中条小学校 熊条小 

熊谷市立吉岡小学校 熊吉小 



 

熊谷市立別府小学校 熊別小 

熊谷市立三尻小学校 熊三小 

熊谷市立奈良小学校 熊奈小 

熊谷市立星宮小学校 熊星小 

熊谷市立桜木小学校 熊桜小 

熊谷市立籠原小学校 熊籠小 

熊谷市立新堀小学校 熊新小 

熊谷市立吉見小学校 熊見小 

熊谷市立市田小学校 熊市小 

熊谷市立長井小学校 熊長小 

熊谷市立秦小学校 熊秦小 

熊谷市立妻沼小学校 熊妻小 

熊谷市立男沼小学校 熊男小 

熊谷市立太田小学校 熊太小 

熊谷市立妻沼南小学校 熊妻南小 

熊谷市立江南南小学校 熊江南小 

熊谷市立江南北小学校 熊江北小 

熊谷市立荒川中学校 熊荒中 

熊谷市立富士見中学校 熊富中 

熊谷市立大原中学校 熊原中 

熊谷市立熊谷東中学校 熊東中 

熊谷市立玉井中学校 熊玉中 

熊谷市立大麻生中学校 熊麻中 

熊谷市立中条中学校 熊条中 

熊谷市立吉岡中学校 熊吉中 

熊谷市立別府中学校 熊別中 

熊谷市立三尻中学校 熊三中 

熊谷市立奈良中学校 熊奈中 

熊谷市立大幡中学校 熊幡中 



 

熊谷市立大里中学校 熊里中 

熊谷市立妻沼東中学校 熊妻東中 

熊谷市立妻沼西中学校 熊妻西中 

熊谷市立江南中学校 熊江中 

様式第１号（第４条関係） 

 



 

様式第２号（第４条関係） 

 

様式第３号（第６条関係） 

 



 

様式第４号（第９条関係） 

 



 

様式第５号（第９条関係） 

 



 

様式第６号（第11条関係） 

 


